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２００８．５．１ 

 

 

ジャンボ！とは、スワヒリ語で「こんにちは」の意味。転じて、この「出会い」を楽

しむ関係＝ネットワークづくりのココロイキとして、名づけました。 

 

 

 

 

２００８年 「もっともっと環境塾２０００」 総会！！！ 

ジャンボ！！！ すがすがしい青葉の季節となり、風薫るこのごろ。いかがお過ごしですか。 

新年度もあっという間に過ぎ、はやゴールデンウィークのまっただ中。久々の長期休暇か新年度の疲れを癒す休日とす

るか。はたまた他人が休んでいるときに、働くか。各人の過ごし方によって、地球に優しい過ごし方ができるのはないでしょ

うか？何はともあれ、それぞれ個人の行動にかかっています。 

さて、今回はまもなく開催される２００８年総会のご案内です。昨年度の活動を振り返り、今後の活動の方向を話し合いた

いと思います。なごや環境塾の会（Ｋ）の活動ついてもお話できると思います。 

お忙しいかとは思いますが、多数の方の参加をお待ちしております。 

 

日時：６月１日（日） １５：００～１６：３０ 

場所：なごやボランティア NPO センター 集会室（伏見ライフプラザ 12 階） 

（お手数ですが、別紙の返信用紙を期日までに郵送・ＦＡＸしてください。MAIL も可。） 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：もっともっと環境塾２０００         編集：ジャンボ環境塾 

住所：〒 460-0008 名古屋市中区栄 1-23-13 伏見ライフプラザ 12F 
                なごやボランティア・NPOセンター 気付 メールボックス NO.４ 
URL:http://www.geocities.jp/mottomottokan2000/ 

E-Mail：motto2_2000@hotmail.com 

メーリングリスト：motto-2@yahoogroups.jp 
 

活動実績 ２００８年１月～ 

２００８／３／２９（土）・・・・・なごやエコキッズ 環境サポーター交流会 
２００８／３／１５（土）・・・・・３月 定例会 
２００７／３／７（金）・・・・・・・エコかるた「みんなでへらそう CO2」 まこと幼児園 
２００８／２／２１（木）・・・・・・エコかるた「みんなでへらそう CO2」 めぐみ保育園 
２００８／２／１２（水）・・・・・COP10招致構想に係わる意見交換会 
２００８／１／２６（土）・・・・・なごや環境塾２００７ 第１２回講座 参加 
２００８／１／２０（土）・・・・・１月 定例会 

２００７年度 活動実績のまとめ 
 お題企画  
 ● 「カンちゃんのダメダメ日記」 ５回（昨年比 －２）  ● なごやエコキッズプログラム ３回（昨年比 ＋２） 
 この指とまれ企画   
 ● エコかるた「みんなでへらそう CO2」 づくり 
 その他  
 ・なごやエコキッズ環境サポーター交流会  ・なごや環境塾２００７ 第１２回講座 修了生活動報告   

最近、カンちゃん絵本の製本化に向けての作業をしています。A4 縦サイズにするた

め、再度トレーシングペーパーに絵を描き写して、原版の作成にあたっています。筆のタ

ッチや色の濃淡などに共同作業の難しさがあります。  
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 近況報告                       T.S 

 

もっと２の皆様、ご無沙汰しています。Sです。 

今回は二つのご報告をさせていただきます。 

一つは、長年勤めていたリコーを昨年の７月末で早期卒業したことです。それまで”自立した市民”でなかった自分自

身に環境塾で気づき、もっと２の活動を通して体験的に学んだことを、自分が一番多くの時間を過ごしていた職場の中

でも活かしていきたいと、７年前から新しい企業経営のあり方を目指した活動を自由気ままにやらせてもらってきました。 

グリーンプロモーションと名づけたその活動が、経営学の視点から、企業と地域社会との共生に向けた新たな経営モデ

ルとして、また企業の中で社員が主体性を取り戻していく可能性を示すモデルとしてなど、社外の方から望外の評価を

いただけたことは、もっと２での学びのお蔭だと心から感謝しています。 

現在は、組織に属さず、個人（一人の市民）として、やはり自由気ままに暮らしています。夢は、地場の企業にグリー

ンプロモーションの考え方を広げること。あせらずポレポレとやっていきます。 

二つ目の報告は、なごや環境塾を舞台とした「なごや環境塾の会」（略称Ｋ）の運営に参加していることです。もっと２

のふるさと、なごや環境塾（略称J）も２期以降は大きくコンセプトが変り、何を目的とした人材育成事業なのか全く不可解

な事業展開が続いていましたが、一昨年１１月に見直され、新たに「行動する市民・協働する市民」というコンセプトが打

ち出されました。 

一期生の時のような生き生きとした学びの場を取り戻し、単に環境活動を実践するというだけでなく、多様な価値観 

を持った多くの人と協働しながらより大きな成果を追求できる本来の人材育成の場に変えていきたいという想いから、 

会の設立に賛同し、Aさん達と一緒に幹事として活動しています。 

Ｋのコンセプトは、「Ｊの運営協力を通して、自らが成長し、新たな協働 

のあり方を模索していく」こと。十分な準備の時間のないまま７月から始 

まった２００７Ｊ（８期生）への運営協力は２月で終了しましたが、試行錯誤 

の中で多少の成果と多くの課題に気づくことができました。最大の課題 

は、Ｊのコンセプトの変化とＫのコンセプトを理解共有できる人がまだまだ 

限られていること。でも、１１月から「協働する市民像」考えるチームや 

Ｋの活動を振り返るチームが生まれ、自分たちの体験事例から「協働 

のあり方」を整理したり、「協働する市民」像の検討が進んできました。 

もっと２以外のメンバーでもその理解者が増えてきていることは頼もしい 

限りです。 

５月１７日（土）に総会が予定されています。Ｋの会員の皆さんには 

ぜひ参加をお願いします。まだ会員になっていない皆さんも、もっと２ 

で培ったマインドを伝えていくために参画していただけませんか。第二 

年度は、もっと２メンバーのような「協働する市民」の拡がりを目的に、 

２００８Ｊの企画運営にあたっていきます。もっと２の立上げのときのように、 

大変だけど楽しい時間がそこに待ってますよ。 

 

＊なごや環境塾の会（K） URL：http://space.geocities.jp/k_nagoyakannkyoujyuku/index.html 

 Think Globally, Act Locally. And Collaboration.   

 

表題は１９９２年の地球サミット頃、キャッチフレーズとしてよく使われた言葉からですが、常に私の活動の原点にある言

葉の一つです。そして、「ハチドリのひとしずく」に通じるものがあるのではないでしょうか。地球環境問題に対して、幅広

い視野に立って考え、一人ひとりが行動を起こすこと。できることから行動を始めること。しかし、一人の個人では、できる

ことに限界があります。多くの課題を抱えている地球環境問題の解決には、多種多様な考えと行動が必要でしょう。その

ために「協働」があります。Think と Act をつなぐものーそれが協働ではないでしょうか。この協働は、人によって捉え方が

様々です。その協働のカタチを追求していくことこそ、新しい世界への挑戦です。そして、こうした姿勢がこれからの環境

問題に取り組むときに必要なのではないかと、思っています。       

（ＮPO 法人）環境研究所豊明機関誌「はちどり」Vol.6（T.S なごや環境塾の会 幹事）より 

 
なごや環境塾の会 HP より 
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 近況報告                     M.S 

もっと２の皆様へご無沙汰しております。S です。 

今年は名古屋でも雪が何度か降って、1、2月と寒い時期が続き、やっと3月から暖かくなりましたね。（花粉症の方はこ

の季節、ちょっと厳しい？？）そして、あっという間に 3 月も終わり、4 月に入ろうとしています。卒業式！桜！入学式！だ

んご！？ なんだかわくわくする季節です。暖かくなると、気分がワンランク上がって髪を切ってみたり、いつもより目線が

積極的に上になるような感じで不思議です。自然の摂理でいろんな動植物たちが活発になるように、人間も何か始めよう

という気分になります。そこで、私は以前から興味を持っていたお稽古を始めました。「デッサン教室」です。 

昔から絵を書くのは好きでした。でも空や樹木や景色、人の容姿などを描くのはなかなか難しく、どうやったら思うよう

に描けるのか、または何かちょっとしたコツがあってそれを習えばもっと好きになるかもしれないなと思い、始めることにし

ました。 

デッサン教室の先生は黒縁眼鏡をかけ、ベレー帽がいかにも似合いそうな女性の先生で、染め物や織り物もやってい

るらしくいろんな話をしてくれます。ここのデッサン教室が他と少し違うのは、ただ被写体を見て、描いて、先生から教えて

もらうのではなく、「感覚」を大事にしています。たとえば手のしわをよーく観察して、ゆっくりと線をとめどなく描くとか、簡

単なデッサン画を逆さまにして模写していくなど。 

日頃、仕事の中で、「数字・時間・スピード・段取り」など左脳的なことばかりしているので、ここでは「観察・創造・今まで

植え付けられた概念を崩す」ような右脳的なことをしていきます。 

マンツーマンなので私が描いている間、先生は私の動きをじーーとみていま                       最

す(笑)。最初は気になりましたが、描く事に集中していると全く気にならなくなります。 

絵を描く魅力は、とてもリラックスできるというか、ストレス解消になるというか、                    絵            

絵を描いている間は解き放たれた気分になります。あと、物事を違う見方でみれる                     、    

「視点は無限にある＝楽しい」になっていきます。上達することはそれほど目指して                      、

いませんが、細く長く続けていきたいなと思います。 

興味のある方は是非声をかけてくださいね！ 

 
←この文章は３月末にいただきま

した。 

 なごやボランティア・NPO センター 管理運営団体変更  
 
「もっと２」の連絡先住所のメールボックス 
があり、「もっと２」の定例会の会場として最近 
よく使用しているのがなごやボランティア・ 
NPOセンターです。このなごやボランティア・ 
NPOセンターの管理運営団体が４月から 
「ワーカーズコープ」になりました。今まで 
の「ぼらんぽセンター・コンソーシアム」に 
は、会員の Y君が勤務していましたが、 
異動しました。今までのように矢内君の顔 
を見ることができないのは寂しいですが、 
エコパルなごやと同じビルのため、これから 
もボラセンを使用していく予定です。 

 

 
いつだって 

 かいものぶくろを 

  わすれずに 

（ 「エコかるた」 より ） 
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 お知らせ掲示板  

・５月３１日（土）13:30～15:00 ５月定例会 なごやボランティア NPO センターフリースペース 

・２００８年総会 ６月１日（日） １５：００～１６：３０ 伏見ライフプラザ１２階 集会室  

・６月１日（日）午前中 「カンちゃんのダメダメ日記」 上下水道局イベント 鍋屋上野浄水場 

・６月１０日（火） 「カンちゃんのダメダメ日記」 中村区 ほのか小 

＊ 以上、参加者募集中。詳細は、A までお願いします。  

 

※最新ニュース※ もっと２の A代表が、名古屋市の容器包装以外のプラスチック処理検討委員会の委員となりました。 

編集後記 

自転車通勤の身には一番過ごしやすい時期がちょうど今頃です。ただ全力疾

走は、暑いくらいです。やっぱり無理はいけませんね。体にも、地球にも？・・・。 

新年度は人事異動の季節。今回のジャンボも異動の近況を載せることとなり

ました。また、いつもお世話になっているエコパルなごやの主幹M氏が、生物

多様性企画室長へ異動となりました。そして、M氏はもっと２応援団員となら

れました。今後ともよろしくお願いします。 

さあ今一度、総会を機に再スタートです。 

                    （ BY  ドクダー ） 

 

 

 

 なごやエコキッズ環境サポーター交流会に参加して・・・・        K.A  

 

3 月 29 日（土）平成 19 年度なごやエコキッズ環境サポーター交流会に、S さんと参加しました。 

環境サポーターは、名古屋市の事業で、幼保育園や、学校において、子どもたちの環境保全意識向上や、行動に移すこ

との動機づけを目的とされたしくみ、『なごやエコスタディープランの推進』のために、登録されています。もっと２からも数

名が登録。当初は、エコキッズ立ち上げ時に、エコパルからの依頼に応え、１期生、３期生がプログラムをつくり、登録しま

した。現在は、なごや環境塾修了生４９名のほか、環境カウンセラー、自然観察指導員、地球温暖化防止活動推進員が

登録団体となり、登録人数は、総勢で８２名。平成 19 年度の実績では、203 件の派遣がありました。交流会には、約 20 名

のサポーターが参加し、３園の園長が、環境サポーターに期待することなどをお話されました。 

交流会は、各サポーターや団体の活動報告、意見交換の場となっているので、 

今回、私たちは、今年 1月に登録した新しいプログラム、『エコかるた』の実施状況 

などを報告しましたが、このしくみそのものについての想いも発言しました。 

名古屋市の説明では、『なごやエコスタディープラン』の取り組みの手順として、 

各園に、ＰＤＣＡ（Plan･Do・Check・Action）のサイクルの実施報告をしてもらって 

いるとのことでしたが、このＰＤＣＡの手順には、園からの報告だけではなく、行政 

や、環境サポーターも加わっていかなければ、しくみそのものの意義がなくなる 

のではないかと思います。行政、園、サポーターの３者が、それぞれの持ち味を 

生かしながら、しくみをうまく活用し、この事業を展開していかなければ、充実した 

取り組みになっていかないと思います。 

また、あくまでも、私たちは、サポーターであって、主役は、子どもたちであり、 

いつもそばにいる保育士の方たちだと考えるので、実際にプログラムを実施する 

ことだけではなく、保育士の方々の相談にのり、園に対して意見を言っていくこと 

も、活動の一つになるのではないかということも伝えました。 

 今後も、派遣申し込みが増えると思いますが、プログラムを実施することや、 

派遣の数などにとらわれず、より意義のある環境サポーターの活動を、考えて 

いきたいと思っています。 

 

 

 


